
遠
隔
教
育
と
対
面
教
育
と
の
連
携

は
じ
め
に

本
居
宣
長
(
享
保
一
五
年
・
一
七
三

O
|亨
和
元
年
・
一
八
O

lま

で
名
古
屋
の
田
中
道
蹴
胞
を
こ
う
評
す
。
「
此
道
ま
ろ
と
い
ひ
し

は
(
中
略
)
ま
た
な
く
ふ
る
こ
と
を
好
み
、
人
に
も
教
へ
て
、
こ
と
に
万

葉
集
を
深
く
考
へ
得
た
る
人
に
な
む
有
け
る
、
年
は
や
こ
」
の
か
み
な
り

ヲ

シ

へ

ノ

コ

キ

し
か
ど
も
、
宣
長
が
弟
子
に
な
り
て
、
こ
た
び
一
二
た
び
は
こ
冶
に
も
来
、

(
1
)
 

つ
ね
は
し
ば

y
kふ
み
か
よ
は
し
て
な
む
有
け
る
」
(
全
i
一
・
四
九
)
。

た
し
か
に
道
麿
は
す
で
に
門
人
を
一
二
百
人
も
持
ち
室
長
よ
り
六
つ
年
上

な
が
ら
、
松
坂
を
表
敬
訪
問
し
て
い
る
。
安
永
六
年
(
一
七
七
七
)
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
後
、
道
麿
は
「
つ
ね
は
し
ば
/
¥
ふ
み
か
よ
は
し
」
と

あ
る
と
お
り
、
書
簡
上
で
室
長
と
質
疑
忠
答
を
交
わ
し
て
い
る
。
そ
の
成

果
は
「
答
陪
録
」
(
会

)
、
吋
万
葉
間
関
抄
』
(
会
i
六
)
、
「
万
葉
集
開

迷
肘
陥
教
育
と
対
商
品
斜
羽
田
と
の
途
採
l

本
印
刷
笠
宮
誌
に
み
る
教
育
と
研
究

i

本
居
宜
長
に
み
る
教
育
と
研
究

白

石

克

己

(
金
大
及
ぴ
一
四
)
、
「
問
中
道
麿
後
撰
集
疑
陪
」
(
全
開
一
乙
な

ど
多
数
、
残
さ
れ
て
い
る
。
道
麿
は
吋
万
葉
集
』
な
ど
に
関
す
る
疑
問
を

書
簡
に
予
め
余
白
を
設
け
、
所
見
を
加
え
た
疑
問
や
質
問
を
送
る
。
室
長

は
こ
の
疑
問
や
質
問
へ
の
回
答
や
自
分
の
所
見
を
詳
縮
に
書
き
入
れ
返
信

し
て
い
る
。
初
期
の
質
疑
応
答
の
時
期
、
二
人
は
師
弟
の
契
り
は
交
わ
し

て
い
な
い
。
正
式
入
門
は
最
初
の
訪
時
の
一
一
一
年
後
、
安
、
水
九
年
で
あ
る
。

官
一
長
は
こ
の
道
麿
に
摂
ら
ず
、
入
門
し
て
い
な
い
学
習
者
に
も
書
簡
で
熱

心
に
指
導
し
て
い
る
。

私
は
こ
う
し
た
宣
長
の
逮
罷
教
育
や
そ
の
理
論
に
つ
い
て
研
究
し
て
き

(2) 
た
。
そ
の
特
設
を
一

い
え
ば
、
実
際
の
活
動
の
面
で
も
理
論
的
な

閣
で
も
き
わ
め
て
開
放
的
な
教
育
で
あ
っ
た
。
去
百
名
以
上
も
の
門
人
を

対
象
に
し
な
が
ら
門
人
の
出
身
地
域
は
全
国
各
地
に
散
っ
て
お
り
、
社
会

的
階
層
も
性
別
も
年
齢
層
も
多
彩
で
あ
っ
た
。
三
重
踊
教
育
」

eam言。

四
九



崩
御
教
大
学
総
合
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究
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。
ロ
の
呼
称
の
と
お
り
、
地
域
も
身
分
も
性
も
年
齢
に
も
「
へ
だ

た
り
」
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
書
簡
な
ど
の
独
特
の
「
や
り
と
り
」

に
よ
っ
て
門
人
間
土
の
「
つ
な
が
り
」
を
確
保
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
わ
が
閣
の
遠
隔
教
育
の
起
糠
に
つ
い
て
も
、
通
説
の
明

治
期
の
講
義
録
説
と
は
異
な
り
、
少
な
く
と
も
本
居
貫
長
と
門
人
た
ち
と

の
書
簡
の
交
流
に
ま
で
遡
る
こ
と
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
教
育
活
動
は
一
方
向
の
通
信
教
授
で
は
な
く
、
相
互
交
流

の
あ
る
遠
臨
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
賀

茂
真
淵
と
の
師
弟
関
係
も
宣
長
自
身
、
「
一
度
の
み
な
り
き
」
(
会
I

八
七
「
玉
勝
間
」
)
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
「
松
坂
の
一
夜
」
の
対
面
教

育
は
過
大
評
舗
で
あ
る
。
官
一
長
は
あ
し
か
け
七
年
に
わ
た
っ
て
書
簡
上
で

の
質
疑
応
答
に
よ
っ
て
真
綿
の
指
導
を
受
け
た
。
そ
の
過
程
は
「
万
葉
集

問
自
』
(
全
i
六
)
で
わ
か
る
。
真
淵
の
書
き
入
れ
が
あ
る
「
仮
名
古
事

記
』
な
ど
も
借
覧
し
、
遠
踊
学
習
を
続
け
た
。

し
か
し
宣
長
が
対
面
教
育
を
実
施
し
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
冒
頭
の
引

丸子

た
び
一
二
た
ぴ
は
こ
、
に
も
来
」
、
官
一
長
や
鈴

用
の
ご
と
く
、
道
麿
は
つ

屋
門
人
ら
と
親
し
く
交
歓
し
、
研
究
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
此
春
、

松
政
よ
り
帰
り
て
後
は
、
誠
に
/
¥
其
事
(
引
用
者
注
、

て
に
を
は
」

の
問
題
)
し
れ
る
道
丸
と
生
れ
替
り
た
り
」
(
全
|
六
・
四
一
七
)
と
記

す
ほ
ど
松
坂
訪
問
は
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
官
一
長
も
こ
の
文
に
接
し

ニ
然
リ
ト
信
ス
ル
入
、
天
下
ニ
ア
リ
ヤ
ナ
シ
ヤ
、

ヨ
シ
知
ル
人
ナ
ク

Ji 
O 

トト
、モ
悦ヒ
ニ選
タ麻
へ呂
スヨ三
ナ
ン
L白山

間

と
感
激
し
て
し、

る。

人
己
カ
功
ヲ
知
リ
玉
へ
ハ
、
己
カ
功
ム
ナ
シ
カ
ラ
ズ

こ
の
論
文
の
目
的
は
こ
う
し
た
宣
長
の
遠
隠
教
育
の
活
動
が
道
麿
の
例

の
よ
う
に
、
対
問
教
育
と
連
携
し
、
両
者
の
相
互
作
用
の
な
か
で
実
施
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章

鈴
躍
で
の
教
育
活
動
と
出
遊
講
義

歌
会

宣
長
は
五
年
八
か
月
に
わ
た
る
京
都
遊
学
か
ら
郷
里
松
坂
に
帰
っ
た
宝

暦
七
年
(
一
七
五
七
)
、
医
師
(
小
児
科
)
を
開
業
す
る
が
、
翌
年
二
月

か
ら
松
坂
の
和
歌
愛
好
会
と
も
い
う
べ
き
嶺
松
院
会
に
入
会
し
た
。
嶺
松

院
会
は
月
二
回
、
定
例
日
を
決
め
歌
会
を
開
い
て
い
る
。
こ
の
歌
会
と
並

行
し
て
明
和
一
元
年
(

七
六
回
)
か
ら
は
遍
照
寺
で
の
歌
会
も
は
じ
め
て

い
る
。
真
綿
へ
の
書
館
に
よ
る
質
疑
が
は
じ
ま
っ
た
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

遍
照
寺
和
歌
会
は
月
に
一
回
、
聞
か
れ
て
い
る
か
ら
、
嶺
松
院
会
と
合
わ

せ
月
ほ
ほ
に
三
回
、
歌
会
に
出
席
し
ほ
ほ
終
生
、
続
く
こ
と
に
な
る
。
そ

の
お
び
た
だ
し
い
歌
の
数
々
は
「
石
上
稿
』

(
問
)
、
「
歌
合
評
」
(
全

i
別
一
午
、
な
ど
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

(全
i
一
五
)

吋
鈴
鹿
集
』

宣
長
に
と
っ
て
歌
会
は
櫨
慢
す
る
古
代
へ
の
思
い
や
現
在
の
自
分
の
患

い
を
吐
露
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
し
か
も
こ
こ
を
母
体
に
親
し
い
知
人
・
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か機
ら会
地で
下も
こあ
条つ

派
の
歌
人
・
有
賀
長
川
の
月
次
会
に
出
席
し
て
い
る
し
、
帰
郷
後
も
長
川

か
ら
通
信
に
よ
る
添
削
指
導
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
そ
の
学
識
も
豊
か
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
歌
会
で
は
会
員
の
詠
草
の
批
-
評
・
添
削
も
求
め
ら

れ
る
指
導
的
な
存
在
に
な
っ
て
い
っ
た
。

晩
年
の
著
作
「
う
ひ
山
ぶ
み
』
(
全
i
一・一一一)

で
は
学
部
研
究
の
領
域

と
し
て
道
を
学
ぶ
学
問
、
有
職
の
学
問
、
歴
史
の
学
問
の
ほ
か
「
歌
の
学

び
」
を
四
つ
自
の
柱
に
挙
げ
る
。
文
献
の
読
解
だ
け
で
は
な
く
、
和
歌
を

詠
む
こ
と
は
重
要
な
学
問
と
し
て
位
量
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

初
心
者
が
詠
歌
に
親
し
め
る
よ
う
に
、
初
め
か
ら
創
作
す
る
の
は
罰
難
で

あ
る
か
ら
、
ま
ず
模
倣
か
ら
は
じ
め
る
な
ど
の
現
実
的
な
助
言
を
し
て
い

る
i

「
詞
の
つ
ず
き
も
、
心
の
お
も
む
き
も
、
た
ず
ふ
り
た
る
跡
に
よ
り

て
ぞ
、
よ
み
な
ら
ふ
べ
き
わ
、
ざ
也
け
る
」
(
関
一
一
一
一
七
「
玉
勝
関
同
)
。
失
敗

作
も
あ
る
か
ら
そ
れ
へ
の
対
処
法
も
説
い
て
い
る
(
間
三
四
O
)
。

ま
た
歌
会
の
開
催
を
地
方
の
社
中
や
門
人
に
も
勧
め
て
い
る
。
例
え
ば

名
古
崖
の
何
人
・
河
村
正
雄
宛
書
館
(
寛
政
三
年
・
一
七
九
一
、
十
二
月

十
五
日
付
)
で
は
名
古
屋
社
中
が
歌
会
を
開
寵
し
て
い
る
か
、
質
問
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
「
先
達
而
之
御
詠
草
之
残
り
、
此
度
致
二
返
巻
一
、
近
頃

ハ
街
地
社
中
之
歌
一
向
参
り
不
レ
申
候
、
丹
次
会
ハ
い
か
冶
御
殿
候
哉
」

六
五
)
と
。
名
古
屋
は
門
人
が
多
く
社
中
と
し
て
ま
と

(
会
|
一
七
・遼

隠
削
教
育
と
対
一
回
数
世
田
と
の
逮
携
|
本
居
室
長
に
み
る
教
育
と
研
究

l

ま
り
、
官
一
長
の
添
削
指
導
も
個
人
よ
り
も
社
中
に
対
し
て
行
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
だ
け
に
社
中
の
月
次
会
の
動
向
を
心
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

門
人
や
歌
会
の
会
員
た
ち
と
は
和
歌
を
楽
し
く
学
ぶ
工
夫
も
し
て
い

た
。
平
安
貴
族
の
よ
う
に
歌
合
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
円
歌
合
評
』
(
会

i
別
一
一
)
に
は
天
明
一
一
一
年
(
一
七
八
一
二
)
雨
明
か
ら
寛
政
十
二
年
(
一
八
O

O
)
頃
ま
で
の
限
定
さ
れ
た
期
間
な
が
ら
、
二
十
二
種
類
の
歌
合
が
残
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
狂
歌
を
楽
し
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
(
「
九
月
十
三
夜
狂

歌
集
」
全
i
別
ニ
)
o

さ
ら
に
楽
し
く
古
学
へ
と
導
く
指
導
も
あ
っ
た
。

例
え
ば
「
な
ぞ
な
ぞ
」
で
あ
る
。
「
松
の
木
を
き
っ
て
家
を
た
つ
る
」
と

は
何
か
(
「
公
家
」
)
を
解
く
よ
う
な
一
言
葉
遊
び
で
あ
る
(
全
i
別
一
了
四

五
九
)
。
こ
の
遊
び
心
は
さ
ら
に
カ
ル
タ
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
官
一
長

は
み
ず
か
ら
創
作
し
た
カ
ル
タ
で
門
人
た
ち
と
楽
し
み
な
が
ら
和
歌
を
学

ん
で
い
た
。
こ
れ
は
名
勝
地
の
札
九
十
四
枚
と
他
の
札
六
枚
、
合
計
百
枚

を
よ
く
混
ぜ
て
、
参
加
者
が
交
互
に
取
り
な
が
ら
歌
枕
や
枕
詞
な
ど
を
理

解
し
て
い
る
か
、
得
点
を
競
い
合
う
も
の
で
あ
る
(
「
名
勝
地
名
護
式

(
諦
苑
名
所
加
留
多
式
)
」
全
i
二
O
)
。

狂
歌
も
「
な
ぞ
な
ぞ
い
も
会
員
が
歌
会
と
間
様
、
対
語
の
場
に
い
な
け

れ
ば
で
き
な
い
。
河
じ
空
調
と
時
間
を
共
有
し
な
い
遠
隔
教
育
で
は
で
き

な
い
。
会
員
は
当
意
部
妙
に
知
恵
を
出
し
あ
っ
て
、
平
安
貴
族
の
思
い
を

想
像
し
な
が
ら
、
失
笑
や
潮
笑
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
味
同
心

と
し
て
の
連
帯
感
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
た
。
こ
の
共
感
の
共
鳴
盤
は
フ

五
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エ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
「
ラ
イ
ブ
」
で
な
け
れ
ば
経
験
で
き
な
い
。

和
歌
の
存
在
理
由
は
心
清
の
自
然
な
発
露
に
あ
っ
た
。
吋
石
上
私
淑
一
言
』

(
宝
一
踏
十
三
年
成
立
か
)
で
「
歌
と
い
ふ
物
は
。
人
の
筒
て
あ
は
れ
と
お

も
ふ
所
が
大
事
」
、
「
き
く
人
感
と
思
は
ざ
れ
ば
。
こ
な
た
の
心
の
ぶ
る

事
す
く
な
し
」
(
全
一
一
・
一
一

靖
れ
た
る
患
い
が
得
ら
れ
る
と
す
る
。
こ
の
共
感
の
た
め
に
は
も
ち
ろ
ん
、

和
歌
の
雷
語
的
表
現
や
「
文
」
(
あ
や
)
な
ど
を
学
ぶ
知
的
訓
練
が
必
要

一
)
と
す
る
。
互
い
の
共
感
に
よ
っ
て

へで
のあ
添る
前
でし
もか
可し

能ー
で言
ふ 至宝玉
d') ~ロ

る的
け技
れ巧
どの

も裂
「な
あ色
は，心
れ情
」ーを
と苦
い謀

う 11:
dいし
惰た
の短
共 11昔

感
に
は
歌
会
の
よ
う
な
ラ
イ
ブ
の
場
が
必
要
で
あ
っ
た
。

{
3
)
 

尾
形
伯
は
俳
請
の
本
質
を
「
患
の
文
学
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
歌
会

も
た
し
か
に
対
面
の
盛
で
こ
そ
心
情
の
交
流
が
活
発
に
働
く
。
通
信
に
よ

る
添
削
指
導
で
は
時
間
と
空
間
の
「
へ
だ
た
り
」
が
あ
り
詠
歌
の
現
場
が

わ
か
ら
な
い
の
で
、
相
互
理
解
に
は
限
界
が
あ
る
。
し
か
し
生
き
た
「
麗
」

な
ら
ば
心
情
の
交
流
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
生
き
た
「
盛
」
で
は
「
宴
会

や
陽
気
な
気
分
」
を
も
意
味
す
る
、
英
語
の
「
コ
ン
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
リ
テ
ィ
」

n
c
ロ
え
4
2目
立
匂
が
生
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
詠
歌
や
書
簡
や
文
玄
関

の
交
換
で
は
不
可
能
な
経
験
で
あ
る
。

2 

講
釈
と
会
読

嶺
松
院
会
の
会
員
と
な
っ
た
宝
暦
八
年
(
一
七
五
八
)
夏
か
ら
、
室
長

五

は
こ
の
メ
ン
バ
ー
を
中
核
に
自
宅
で
夜
間
、
円
、
泌
氏
物
語
』
の
講
釈
を
始

め
た
。
こ
の
講
釈
に
出
席
し
た
の
は
九
名
、
わ
ず
か
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ

た
。
「
、
源
氏
物
語
」

の
講
釈
は
「
淑
月
抄
』
を
テ
キ
ス
ト
に
二
、
六
、
十

を
定
例
日
と
し
て
は
じ
め
た
。
宝
藤
九
年
一
一
一
月
か
ら
は
吋
伊
勢
物
語
」
、

翌
十
年
に
は
吋
土
左

B
記
円
吋
枕
草
子
竹
内
百
人
一
首
改
観
抄
』
な
ど
が

加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
宝
暦
十
一
年
五
月
か
ら
は
四
の
自
の
夕
を
式
日
と

し
て
い
た
「
枕
草
子
」
を
中
断
し
、
代
り
に
「
万
葉
集
同
を
読
む
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
な
初
期
の
講
釈
の
形
態
は
テ
キ
ス
ト
を
代
え
な
が
ら
継

続
し
、
ほ
ほ
寛
政
七
年
(
一
七
九
五
)
ま
で
続
く
。
そ
れ
以
降
も
吋
源
氏

の
講
釈
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
和
歌
山
な
ど
へ
の

出
講
の
た
め
、
鈴
鹿
で
は
休
講
が
ち
と
な
る
。
し
か
し
宝
層
八
年
の
開
始

物
語
」
や

よ
り
約
四
十
年
と
い
う
長
き
に
わ
た
る
対
面
教
育
が
続
い
た
。
こ
の
経
過

は
別
掲
の
〔
年
譜
・
教
育
と
研
究
)
の
者
側
に
縦
の
実
線
で
示
し
た

に
期
間
の
長
い
講
釈
・
会
読
の
み
を
記
載
し
た
)
。

最
初
に
取
り
上
げ
た
吋
源
氏
物
語
い
は
講
釈
を
終
え
て
も
さ
ら
に
二
次
、

一
一
一
次
、
臨
次
と
繰
り
返
し
、
合
計
で
四
回
に
及
ん
で
い
る
。
「
万
葉
集
』

に
つ
い
て
は
三
次
、
「
古
今
集
」
は
四
次
、
内
新
古
今
集
同
は
ニ
次
ま
で
関

い
て
い
る
。
「
伊
勢
物
語
』
も
初
期
と
寛
政
期
に
二
回
、
教
材
と
な
る
。

し
か
も
そ
の
期
間
は

〔
年
譜
〕

の
よ
う
に
数
年
を
か
け
る
。
そ
の
他
、

「
神
代
紀
」
吋
百
人
一
首
』
「
駿
原
抄
」

の
講
釈
、
一
一
十
一
代
集
や

「
栄
花
物
語
』
「
狭
衣
物
語
」
の
会
読
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。



常
時
、
接
数
の
テ
キ
ス
ト
の
対
面
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
、
ひ
と

月
に
多
い
と
き
に
は
十
八
な
い
し
十
九
回
も
会
合
が
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
例
え
ば
講
釈
が
願
調
に
進
ん
で
い
っ
た
明
和
年
間
に
は
「
源
氏
物
語
』

と
「
万
葉
集
』
と
円
新
古
今
集
』
と
が
並
行
し
て
読
み
進
め
ら
れ
て
い
た
。

円
源
託
物
語
』
は
月
に
入
な
い
し
九
回
、
「
万
葉
集
』
が
三
回
、
吋
新
古
今

集
』
が
三
問
、
こ
れ
に
嶺
松
院
歌
会
が
二
回
、
嶺
松
院
の
歌
会
が
一
回
、

松
坂
ム
在
住
の
須
賀
産
見
宅
で
の
歌
会
が
一
回
。
合
計
す
る
と
、
会
合
は
一

日
置
き
以
上
の
ベ
ー
ス
で
進
ん
だ
計
算
に
な
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
宣
長
は
み
ず
か
ら
の
著
述
を
講
釈
や
会
読
に
提
供
し

七
七
こ
に
書
き
上
げ
た

な
か
っ
た
。
唯

の
例
外
は
明
和
八
年
(

を
安
永
一
一
一
年
(
一
七
七
四
)

の
十
月
か
ら
十
一
月
ま
で
式
日
を

-
ム
ハ
・
十
の
夜
と
定
め
、
講
釈
し
た
だ
け
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く

は
や
が
て
版
本
の

一
の
巻
に
「
直
見
霊
」
と
し

て
収
め
ら
れ
る
。
室
長
に
と
っ
て
古
道
の
原
理
が
示
さ
れ
る
著
述
で
あ
る
。

門
人
名
簿
で
あ
る
「
授
業
門
人
姓
名
録
』
(
全
|
一
一

O
)
の
記
載
は
同
じ

安
永
一
一
一
年
か
ら
書
き
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
自
分
の
思
想
が
確
立
し

た
こ
ろ
門
人
を
明
確
に
意
識
し
、
こ
れ
を
対
象
に

を
鐘
期
間
だ

け
講
釈
し
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
宣
長
は
対
部
教
育
を
一
一
種
に
分
け
て
い
た
。

つ
は
講
釈
で

あ
り
も
う
一
つ
は
会
読
で
あ
る
。
室
長
自
身
、
京
の
堀
景
山
の
も
と
で
素

読
の
他
に
講
釈
と
会
読
の
学
習
方
法
を
経
験
し
て
い
る
が
、
講
釈
と
会
読

途
開
問
教
育
と
対
磁
教
育
と
の
途
採
本
毘
抽
出
ゑ
官
民
に
み
る
数
育
と
研
究

i

は
当
時
の

綾
的
方
法
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
円
豆
長
は
こ
の
二
つ
の
指
導

法
の
長
所
・
短
所
を
指
摘
し
、
学
習
者
の
能
力
に
応
じ
た
方
法
を
採
用
す

べ
き
だ
と
説
く
。

講
釈
は
で
つ
ひ
ま
な
び
の
と
も
が
ら
な
ど
は
、

い
さ
〉
か
も
み
づ
か
ら

考
へ
う
る
ち
か
ら
は
な
き
に
、
こ
れ
も
か
れ
も
開
え
ぬ
こ
と
が
ち
な
る
を
、

こ
と
介
'
¥
に
と
ひ
山
山
む
こ
と
も
つ
〉
ま
し
く
て
、
関
こ
え
ぬ
な
が
ら
に
、

さ
て
す
ぐ
し
ゃ
る
め
れ
ば
、
さ
る
と
も
が
ち
な
ど
の
た
め
に
」
(
会
!

二
四

O

「
玉
勝
陪
」
)

ふ
さ
わ
し
い
。
た
だ
し
講
釈
は
拝
聴
す
る
の

で
は
な
く
、
下
読
み
と
読
み
寵
し
、
予
習
と
護
習
の
必
要
も
説
く
。
「
関

き
書
き
」
に
つ
い
て
も
初
め
か
ら
一
一
百
も
罷
き
漏
ら
す
ま
い
と
筆
を
執
る

こ
と
を
批
判
す
る
。
「
も
は
ら
関
警
の
た
め
の
こ
う
さ
く
に
な
る
た
ぐ
ひ

も
お
ほ
か
る
は
、

い
と
/
¥
あ
ぢ
き
な
き
な
ら
ひ
に
な
ん
有
け
る
」
(
向

二
間
ニ
。

こ
れ
に
対
し
て
会
読
は
「
お
の
/
¥
み
づ
か
ら
か
む
か
へ
、
思
ひ
え
た

る
さ
ま
を
も
、

い
ひ
こ
、
ろ
み
、
心
得
が
た
き
ふ
し
を
ば
、
と
ひ
き
¥

か
た
み
に
あ
げ
つ
ら
ひ
、
さ
だ
む
る
わ
ざ
」
(
同

か
へ
き
ひ
も
し
て
、

二
四
O
)
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
会
読
は
初
学
者
向
き
で
は
な
い
。

学
習
者
の
能
力
の
高
低
に
よ
っ
て
会
読
と
講
釈
と
を
分
け
て
い
た
。

長
は
寵
者
が
講
釈
よ
り
も
会
読
を
選
ぶ
こ
と
に
は
批
判
的
で
あ
る

向

間
O
)
。
学
習
者
の
適
性
と
指
導
法
と
を
考
慮
し
て
会
読
と
講
釈
を
決
め

ら
れ
る
べ
き
だ
、
と
考
え
て
い
た
。

五



紳
開
品
拡
大
学
総
合
研
究
所
紀
姿

第
十
一
一
一
号

〔
年
譜
〕
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
鈴
屋
で
は
講
釈
が
多
い
。
し
か
し
明

和
元
年
(
一
七
六
四
)
五
月
に
『
後
撰
集
』
か
ら
始
ま
り
安
永
元
年
(
一

七
七
二
)

一
月
に
詰
相
続
古
今
集
』
に
終
わ
っ
た
こ
十
一
代
集
は
会
読
で

あ
る
。
安
永
元
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
『
栄
花
物
語
」
や
『
狭
衣
物
語
」
も

会
読
で
あ
る
。
安
、
水
閤
年
十
月
二
十
四
日
か
ら
始
め
ら
れ
た
第
二
次
の

「
万
葉
集
』
の
授
業
は
講
釈
で
は
な
く
会
読
で
あ
る
。
第
三
次
は
講
釈
に

も
ど
る
。
安
永
年
濁
に
入
る
と
、
松
坂
門
人
の
能
力
が
向
上
し
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
講
釈
と
会
読
と
の
選
択
基
準
で
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い

の
は
「
開
う
能
力
」
で
あ
る
。
引
用
し
た
よ
う
に
初
学
者
は
「
と
ひ
出
む

こ
と
も
っ
、
ま
し
く
」
、
会
読
に
ふ
さ
わ
し
い
者
は

さ
ひ
も
し
て
、
か
た
み
に
あ
げ
つ
ら
」
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
か
ら
で

ひ
き
¥
か
へ

あ
る
。
室
長
は
講
義
を
聞
い
た
り
文
献
を
読
ん
だ
り
す
る
「
読
む
能
力
」

や
文
章
を
書
い
た
り
詠
草
を
詠
ん
だ
り
す
る
「
書
く
能
力
」
を
強
調
す
る

(
4
)
 

だ
け
で
な
い
。
「
問
う
能
力
」
を
も
重
視
し
て
い
た
。
入
門
こ
そ
し
な
か

っ
た
が
親
交
の
あ
っ
た
伊
勢
神
宮
の
神
宮
・
荒
木
田
(
中
川
)
経
雅
に
書

街
で
も
、
「
御
不
審
御
座
侯
ハ
ハ
、
幾
度
も
一
叫
に
被
ニ
仰
下
一
候
、
ケ
様
之
事

ハ
と
か
く
数
へ
ん
往
援
仕
り
候
へ
は
、
段
々
よ
き
考
へ
出
申
候
物
ニ
御
坐

候
ヘ
ハ
、
無
二
御
遠
麗
弓
い
く
度
も
一
m
J
被
ニ
仰
下
一
候
」
(
全
i

と
認
め
て
い
る
。

七
・
六
五
)

し
か
も
「
学
者
の
ま
づ
か
た
き
ふ
し
を
と
ふ
事
」
(
会

四
六

五
四

「
玉
勝
関
』
)

で
は
、
だ
れ
も
解
け
な
い
よ
う
な
む
ず
か
し
い
質
問
を
し
が

ち
で
あ
る
こ
と
を
戒
め
、
ま
ず
易
し
い
こ
と
か
ら
幾
度
も
操
り
返
し
質
問

す
べ
き
だ
、
と
論
じ
て
い
る
。
「
よ
く
聞
こ
え
た
り
と
思
ひ
て
、
心
も

と
す
め
ぬ
こ
と
に
、
思
ひ
の
外
な
る
ひ
が
こ
、
ろ
え
の
多
か
る
物
」
(
開
)

と
書
一
く
。
こ
れ
は
鈴
鹿
で
の
対
面
教
育
の
経
験
だ
け
で
は
な
く
、
遠
隅
教

育
で
能
力
も
境
遇
も
異
な
る
多
彩
な
門
人
か
ら
の
多
数
の
開
自
に
接
し
た

経
験
か
ら
も
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
師
に
む
ず
か
し
い
潤
い
を
お
す
こ

と
で
自
分
の
能
力
が
高
い
か
の
ご
と
く
思
っ
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
易

し
い
間
い
か
ら
始
め
る
こ
と
を
、
主
張
し
た
。

3 

出
遊
議
義

以
上
は
松
坂
を
中
心
と
し
た
対
面
教
育
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
門
人
が
多

く
社
中
を
形
成
し
て
い
る
よ
う
な
地
域
で
は
賞
長
を
招
将
し
、
藍
接
、

長
の
講
義
を
聞
い
た
り
歌
会
を
開
い
た
り
し
て
い
た
。
「
コ
ン
ヴ
ィ
ヴ
イ

ア
リ
テ
ィ
」
は
松
坂
社
中
だ
け
が
独
点
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

最
初
の
出
遊
講
義
は
寛
政
元
年
(
一
七
八
九
)
一
二
月
、
門
人
の
要
請
で

名
古
麗
に
出
講
、

一
週
間
足
ら
ず
、
当
地
に
宿
泊
し
て
い
る
。
こ
の
年
、

還
暦
を
迎
え
た
が
名
古
屋
の
門
人
た
ち
は
こ
れ
を
祝
う
会
を
寵
し
て
い

る
。
こ
の
時
、
河
村
正
雄
ら
少
な
く
と
も
十
二
名
が
入
門
し
て
い
る
。

「
授
業
門
人
姓
名
録
い
(
金
一
一

O
)
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
の
尾
張
毘
か
ら

の
入
門
者
の
合
計
は
で
二
十
一
名
に
達
す
る
。
会
留
で
は
〔
年
譜
〕
に
示



し
た
よ
う
に
三
十
七
名
で
あ
る
。
〔
年
譜
〕
の
よ
う
に
入
門
者
数
は
寛
政

期
に
入
る
と
、
全
国
各
地
か
ら
の
門
人
数
が
増
加
し
て
い
る
。
と
り
わ
け

室
長
自
身
が
出
遊
講
義
な
ど
で
訪
問
・
逗
留
し
た
年
が
多
い
こ
と
が
わ
か

る。
第
二
問
自
は
四
年
一
一
一
月
、
関
じ
名
古
屋
に
赴
き
、
ニ
適
時
程
度
、
歌
会

を
開
き
、
門
人
の
詠
草
へ
の
添
削
指
導
に
あ
た
る
。
講
釈
と
い
う
形
態
で

は
な
い
が
、
『
古
今
集
い
、

、
円
源
氏
物
語
』
な
ど
に
つ
い
て
語

っ
た
。

一
回
目
は
五
年
一
一
一
月
に
上
京
し
て
い
る
。
「
寛
政
五
年
上
京
日

に
門
人
・
沢
真
風
宅
に
止
宿
し
て
講

釈
や
歌
会
を
開
い
て
い
る
。
講
釈
は
二
十
j
間
十
五
人
桂
度
が
開
い
て
い

(会
l

一
六
)
に
よ
れ
段
、

る
。
ま
た
、
妙
法
院
宮
に
拝
謁
し
た
り
公
家
の
芝
山
持
豊
、
肥
後
の
長
瀬

真
幸
、
彦
根
家
中
、
土
佐
家
中
、
堺
町
人
ら
と
会
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ

の
京
都
で
は
少
な
く
と
も
九
人
が
入
門
し
て
い
る
。
帰
路
、
彦
根
、
大
垣
、

名
古
屋
、
津
な
ど
の
門
人
宅
に
立
ち
寄
り
、
歌
会
を
開
い
て
い
る
。
第
四

思
自
の
出
遊
講
義
は
寛
政
六
年
一
一
一
月
の
名
吉
屋
で
あ
る
。
名
古
屋
訪
問
は

四
回
目
で
こ
れ
が
最
後
と
な
る
。

に
は
「
逗
留
中
、
向
性
一
夜
議
尺
」

(
同
四
五
六
)
と
あ
る
。

第
五
回
目
は
向
年
十
丹
、
紀
州
侯
の
召
し
に
よ
り
和
歌
山
へ
赴
い
て
い

る
。
こ
こ
で
円
中
垣
披
同
な
ど
の
御
前
講
義
を
行
、
っ
と
と
も
に
、
多
数
の

藩
士
ら
に
『
大
被
諦
』
や
円
、
源
氏
物
語
』
な
ど
を
講
釈
を
し
て
い
る
。
和

歌
山
の
滞
在
は
六
十
自
余
り
に
わ
た
る
。
帰
路
、
大
坂
や
京
に
回
り
、
関
川

遠
隠
救
出
目
と
対
随
教
育
と
の
逮
務

i
本
際
室
長
に
み
る
教
育
と
研
究

i

人
や
知
人
、
新
た
な
入
門
者
と
会
う
。
第
六
鶴
居
は
寛
政
十
一
年
正
月
、

召
し
に
よ
り
降
、
び
、
和
歌
山
に
出
か
け
て

な
ど
の
講
釈
を
行
っ
て
い
る
。
第
七
回
目
も
和
歌
山
に
登
城

「
源
氏
物
語
』
、
円
万
葉
集
』
、

し
翌
年
十
一
月
か
ら
亨
和
一
万
年
(

J¥ 
O 

)
二
月
ま
で
長
期
に
わ
た
っ

て
講
釈
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
大
坂
や
奈
良
を
経
て
一
一
一
月
一
日
に
松
坂
に

帰
宅
す
る
。

休
む
ま
も
な
く
、
同
年
同
月
二
十
八
日
に
京
に
向
け
松
坂
を
立
つ
こ
と

に
な
る
。
最
後
の
入
密
宮
の
出
遊
講
義
で
あ
る
。
四
月
か
ら
約
一
一
一
か
月
、

堂
上
・
地
下
の
歌
人
や
そ
の
門
人
た
ち
と
面
談
し
講
釈
を
し
て
い
る
。
こ

こ
で
五
名
が
入
門
し
た
が
、
京
以
外
の
出
身
者
を
含
め
る
と
十
一
名
が
入

門
し
て
い
る
。
上
京
が
与
え
る
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

六
月
に
帰
宅
す
る
も
、
こ
の
年
、
宣
長
は
七
十
二
歳
。
強
行
軍
の
せ
い
か
、

開
年
、
九
月
二
十
九
日
に
亡
く
な
る
。

章

研
究
・
著
述
活
動

以
上
の
よ
う
に
、
室
長
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
講
義
を
続
け
た
が
、
同
時

に
往
復
書
簡
に
よ
る
遠
縞
教
育
も
継
続
し
て
い
た
。

吋
授
業
内
人
姓
名
録
』
(
全
一
一

O
)
を
作
成
し
門
人
を
自
覚
す
る
の

が
安
、
水
一
二
年
(
一
七
七
回
)
、
安
永
六

1
入
年
に
は
門
人
ら
と
の
書
簡
上

の
質
疑
志
答
の
記
銭
で
あ
る
定
合
間
録
』
(
全
i

一
)
を
整
え
て
い
る
。

五
五
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助
閣
持
拡
大
学
総
合
研
究
所
紀
姿
第
十
一
一
一
号

天
明
期
に
は
伊
勢
間
以
外
か
ら
の
門
人
も
増
え
、
鈴
崖
の
収
入
面
に
も
反

峡
す
る
。
北
原
進
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
寛
政
期
に
入
る
と
家
業
経
営
に
出

め
る
「
医
療
経
営
」
が
「
学
校
経
営
」
収
入
と
逆
転
す
る
(
全
|
一
九
・

五一一

i
六
六
。
「
金
銀
入
様
』
な
ど
の
経
営
帳
簿
に
関
す
る
「
解
題
」
)
。

こ
こ
で
北
原
が
「
学
校
経
営
」
に
含
め
る
の
は
門
人
科
(
授
業
料
)
、
謝

金
、
書
籍
代
で
あ
る
。
門
人
は
盆
暮
れ
に
添
削
や
認
め
物
な
ど
に
対
す
る

謝
金
を
支
払
っ
て
い
た
。
こ
の
「
学
校
経
営
」
は
寛
政
三
年
(
一
七
九
一
)

ご
ろ
ま
で
は
全
体
の
十
九
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
「
症
療
経
営
」

収
入
と
反
比
例
し
、
寛
政
五
、
入
、
十
一
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
四
十
七
%
、

%
、
五
十
二
%
と
増
加
し
て
い
く
。
本
農
宣
長
の
名
は
全
国
に
知

五
十
ら
れ
門
人
が
増
え
、
寛
政
十
一
年
七
月
に
は
鈴
屋
の
規
約
を
通
達
し
て
い

る
(
全
i
別
一
一
一
・
六
一
二

O
)
。

こ
の
よ
う
に
、
室
長
は
松
坂
で
の
歌
会
、
講
義
、
出
遊
講
義
な
ど
の
対

面
教
育
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
遠
罷
教
育
を
生
涯
、
続
け
て
い
た
。
亡
く
な

る
亨
和
元
年
(
一
八
O
一
)
九
月
、
逝
去
の
十
八
日
前
に
堀
口
光
重
に
詠

草
の
添
削
を
送
る
(
全
i

一
七
・
五
五
回
)
。
回
目
前
の
、
植
松
有
信
宛

書
簡
に
は
「
連
も
添
削
難
レ
及
候
」
と
認
め
、
さ
ら
に
こ
の
「
及
」
を

「
叶
」
と
改
め
て
い
る
。
死
の
産
能
ま
で
文
章
に
慎
重
で
あ
る

(
向
五
五

五
)
。
ま
さ
に
「
人
に
謡
え
て
犠
ま
ず
」
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
「
学
ん
で
獄
は
ず
い
の
精
神
で
研
究
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

遠
隔
教
育
や
対
面
教
育
の
裏
付
け
と
も
な
る
研
究
で
あ
る
。

五
八

秀
歌
の
選
定

研
究
活
動
は
嶺
松
院
歌
会
に
入
会
し
た
宝
腎
八
年
(

「
古
今
選
』
(
全
i
一
四
)
の
著
述
に
溜
る
。
歌
会
が
詠
歌
の
創
作
活
動
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
著
述
は
二
十
一
代
集
な
ど
か
ら
秀
歌
を
分
析
し

七
五
八
)

一月、

選
定
す
る
作
業
で
あ
る
。
秀
歌
選
集
は
す
で
に
世
評
の
高
い
出
版
物
も
あ

る
の
に
こ
の
作
業
に
着
手
し
た
室
長
の
動
機
や
そ
の
意
義
に
つ
い
て
岩
田

つ
ぶ
さ
に
和
歌
史
の
変
遷
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
佳
し
と
信
じ
た
(
5
)
 

秀
歌
を
選
ん
で
、
作
歌
の
範
例
と
し
よ
う
と
、
そ
う
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
」

と
書
く
。
遊
学
時
代
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
前
か
ら
和
歌
へ
の
関
心
を
深

め
て
き
た
宣
長
が
あ
ら
た
め
て
先
行
研
究
を
点
検
し
、
こ
れ
を
批
判
的
に

陵
は

吟
味
し
た
の
で
あ
る
。

選
歌
は
さ
ら
に

(
明
和
四
年
・

七
六
七
、
五
年
頃
)

や
『
万
葉
集
玉
の
小
琴
同
(
安
永
八
年
・
一
七
七
九
)

の
著
述
に
至
る
。

前
者
は
真
淵
か
ら
注
釈
す
る
価
値
も
な
い

(全
i
別
三
・
一
二
九
回
)
と
批

判
刊
さ
れ
た
の
に
、
明
和
五
年
と
天
明
六
年
(
一
七
八
六
)
に
公
刊
し
て
い

る。2 

開
答
と
議
争

宝
一
踏
八
年
、
吋
安
一
波
礼
弁

紫
文
訳
解
同
(
全
国
)
を
書
く
。
い
ず
れ

も
「
あ
は
れ
」
な
ど
の
語
句
の
用
慨
を
分
析
、
自
分
の
言
葉
で
解
釈
し
直



し
先
行
研
究
を
批
判
し
て
い
く
。
開
時
期
の
吋
排
麓
小
結
(
あ
し
わ
け
を

ぶ
ね
)
』
(
全
|
一
一
)
は
「
麓
」
を
「
悪
し
」
の
隠
輪
と
し
、
先
行
す
る
和

歌
を
選
別
し
よ
う
と
の
意
気
込
み
が
表
れ
て
い
る
。
特
に
「
安
波
札
弁
」

で
は
「
或
人
、
?
?
と
間
一
ア
日
ク
」
と
し
て
、
藤
原
俊
成
の
和
歌
「
恋
セ
ズ

ハ
、
人
ハ
心
モ
無
一
フ
マ
シ
、
物
ノ
ア
ハ
レ
モ
是
ヨ
リ
ゾ
シ
ル
」
(
全
問

・
五
八
五
)
を
引
き
、
人
の
情
の
あ
る
な
し
は
た
だ
「
も
の
の
あ
は
れ
」

を
知
る
か
知
ら
ぬ
か
程
度
の
こ
と
な
の
か
、
と
関
う
。
こ
の
間
い
を
探
求

す
る
過
程
か
ら
「
も
の
の
あ
は
れ
」
こ
そ
神
代
よ
り
未
来
に
わ
た
っ
て
通

ず
る
和
歌
の
神
髄
で
あ
る
と
発
見
す
る
。
直
観
は
記
紀
や
「
伊
勢
物
語
』

な
ど
の
用
例
に
関
す
る
実
証
的
研
究
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
る
。

「
も
の
の
あ
は
れ
」
の
探
求
は
さ
ら
に
、
円
源
氏
物
語
」

の
実
証
的
研

究
に
も
向
け
ら
れ
る
。

年
(
一
七
六
三
)
、
吋
紫
文
要
領
』

「
大
よ
そ
此
物
語
五
十
四
帖
は
物
の
あ
は
れ
を
し
る
と
い
ふ

て
つ

き
ぬ
へ

(
全
四
・
五
七
)
と
叫
附
言
す
る
。
同
じ
頃
「
右
上
私
淑
一
言
』

で
も
同
じ
論
点
を
明
確
に
、
王
張
す
る
。
い
ず
れ
も
結
論
ま
で

(
全
|
一
一
一
)

の
論
証
は
き
わ
め
て
分
析
的
で
、
主
情
的
で
は
な
い
。
宣
長
は
『
源
氏
物

か
ら
多
数
の
患
例
を
挙
げ
、
ア
モ
ラ
ル
な
一
一
言
語
分
析
に
徹
す
る
。

吋
源
氏
物
語
」
を
仁
義
五
常
の
道
に
従
っ
て
勧
善
懲
悪
の
物
語
と
す
る
儒

教
の
通
説
や
盛
物
必
衰
の
理
を
説
く
と
い
う
仏
教
の
通
説
を
批
判
し
、

「
教
戒
の
心
を
は
な
れ
て
見
る
へ
し
」
(
全
l
間
・
三
人
)
と
主
張
す
る
。

自
宅
で
親
し
い
仲
間
に
「
諒
氏
物
語
同
の
講
釈
を
は
じ
め
て
五
年
自
の
こ

途
附
附
教
育
と
対
商
品
弘
育
と
の
迷
務

i
本
国
抽
出
息
長
に
み
る
教
育
と
研
究

i

と
で
あ
る
が
、
そ
の
講
釈
や
講
釈
の
た
め
の
研
究
活
動
が
著
述
と
し
て
実

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
著
述
と
講
釈
と
の
関
係
は
著
述
の
文
体
に
も
表
れ
て
い
る
。
前
述

の
と
お
り
、
「
安
波
礼
弁
」
は
「
或
人
、
予
ニ
関
一
ア
自
ク
」
と
関
い
を
立

て
こ
れ
に
答
え
る
問
答
体
で
あ
る
。
ま
た
吋
紫
文
要
領
い
も
「
右
上
私
淑

も
問
答
体
で
あ
る
。
こ
の
質
疑
感
答
の
著
述
は
宣
長
が
門
人
た
ち
に

講
義
し
て
い
る
時
期
と
重
な
る
。
し
か
も
室
長
の
一
方
的
な
回
答
や
弁
論

で
は
な
い
。
室
長
が
京
都
で
解
読
し
て
き
た

な
ど
の
館
学
の
教

材
と
は
呉
な
る
。
そ
こ
で
は
門
人
が
姉
に
「
仁
と
は
な
に
か
」
「
礼
と
は

な
に
か
」
と
問
い
、
締
の
説
を
承
る
形
式
で
終
わ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
宣

長
の
陪
答
体
は
輔
の
回
答
で
決
着
し
な
い
。
質
陪
者
は
国
答
に
対
し
て
反

で

論
し
、
こ
の
反
論
に
対
し
て
回
答
や
弁
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
質
問
者

は
答
え
に
対
し
「
し
か
ら
ば
右
に
い
ふ
ご
と
く
な
ら
ば
」
と
開
い
を
敷
街

し
た
り
反
論
を
挙
げ
た
り
説
明
の
食
い
違
い
を
質
し
た
り
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
著
者
・
室
長
は
関
答
へ
の
反
論
を
予
想
し
て
、
こ
れ
に
反
駁
す
る

構
成
の
論
文
を
書
い
て
い
る
。

晩
年
ま
で
講
釈
や
会
読
を
重
ね
て
い
た
か
ら
、
文
字
ど
お
り
門
人
か
ら

の
質
問
に
答
え
る
機
会
も
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
同
じ
空
間
と
持
聞
を

共
有
す
る
場
で
講
義
す
る
相
手
が
い
た
こ
と
は
、
椙
手
の
表
情
や
一
言
動
な

ど
か
ら
開
く
人
聞
の
反
応
を
感
知
す
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
。
ま
た
、
安

永
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
先
の
定
合
間
録
』
か
ら
は
各
地
の
門
人
の
質
問
・

五
九



崩
御
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
十
一
一
一
号

疑
問
へ
の
簡
答
に
迫
ら
れ
、
教
育
と
研
究
を
重
ね
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

室
長
は
こ
う
し
た
内
入
の
質
疑
や
反
応
に
応
じ
て
自
分
の
思
考
指
導
を
続

け
た
。
思
考
は
自
分
の
頭
脳
の
内
部
で
い
わ
ば
秘
か
に
続
け
ら
れ
る
が
、

そ
の
成
果
を
柏
手
を
意
識
し
て
話
し
た
り
書
簡
の
文
章
で
答
え
た
り
す
る

こ
と
は
、
自
分
の
思
考
指
導
を
外
部
へ
と
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
思
考
指
導
は
さ
ら
に
公
開
の
場
で
展
開
さ
れ
る
。
官
一
長
は
そ
の
溢

厚
な
人
柄
か
ら
は
推
掘
し
に
く
い
論
争
家
で
も
あ
る
。
事
柄
の
真
偽
・
是

非
は
論
争
相
手
の
人
柄
や
相
手
と
の
間
柄
に
関
係
な
く
、
公
け
に
議
論
す

べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
「
師
の
説
に
な
づ
ま
ざ

(
全
一
・
入
七
)

で
あ
る
。
例
え
ば
「
道
云
事
之
論
」
へ
の
批
判
委

『
末
賀
乃
比
礼
』
が

七
八

O
)
、
円
く
ず
花
』
(
全
i
八
)

で
反
駁
す
る
。
薬
率
・
葛
花
を
欽
ん
で
漢
意
か
ら
日
を
覚
ま
せ
、
と
い
う

あ
る
の
を
知
る
と
、
安
永
九
年
(

タ
イ
ト
ル
告
体
が
論
争
的
で
あ
る
。
藤
貞
幹
の
が
日
本
の
古

代
の
文
物
な
ど
が
中
国
に
市
出
来
す
る
と
の
論
に
接
す
れ
ば
、
天
明
五
年

(
一
七
八
五
)
、
「
錯
証
人
』
(
会
i
八
)
を
書
く
。
相
手
を
「
狂
人
」
と
み

な
し
、
こ
れ
に
震
か
せ
を
か
け
る
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ

ト
ル
の
よ
う
に
守
一
長
は
レ
ト
リ
ッ
ク
を
駆
使
し
て
反
駁
す
る
。
さ
ら
に
天

明
六
、
七
年
頃
に
は
上
田
秋
成
と
古
代
の
音
韻
な
ど
に
つ
い
て
書
簡
で
論

争
を
展
開
す
る
(
全
|
八
円
時
刈
麗
」
)
。

こ
の
論
争
の
背
景
に
は
、
官
一
長
が
常
に
対
面
教
育
や
遠
隔
教
育
の
場
で

能
力
も
境
遇
も
異
な
る
門
人
か
ら
多
種
多
様
な
期
間
い
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た

ムハ

O

事
情
が
あ
る
。
論
争
の
き
っ
か
け
も
相
手
か
ら
仕
掛
け
ら
れ
た
と
い
う
よ

り
、
門
人
か
ら
の
報
告
や
告
発
に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

3 

臨
床
の
場

さ
て
、
円
紫
文
要
領
』
や
吋
石
上
私
淑
一
言
」
な
ど
「
も
の
の
あ
は
れ
を

知
る
」
と
い
う
主
張
は
し
ば
し
ば
「
女
童
」
や
「
児
女
子
」
の
現
実
で
例

証
す
る
。
富
永
文
要
領
』
に
は
「
源
氏
君
を
は
じ
め
と
し
て
、
其
外
の
よ

き
人
と
て
も
、
み
な
其
心
は
へ
女
童
の
こ
と
く
に
て
、
何
事
に
も
心
よ
は

く
み
れ
ん
に
し
て
、
男
ら
し
く
き
っ
と
し
た
る
事
は
な
く
、
た
、
物
は
か

な
く
し
と
け
な
く
お
ろ
か
な
る
事
お
ほ
し
」
(
全
!
四
・
九
回
)
と
あ
る
。

「
排
麗
小
船
い
や
っ
お
上
私
淑
一
言
」

で
も
武
士
や
館
者
の
建
前
を
批
判
し

て
、
人
間
の
真
情
は
弱
く
哀
し
く
愚
か
で
あ
る
こ
と
を
「
児
女
子
」
で
例

証
す
る
。
こ
こ
に
も
す
で
に
指
掃
し
た
著
述
と
講
義
と
の
関
係
に
似
た
、
著
述
と

臨
床
と
の
相
互
作
用
が
あ
る
。
室
長
は
当
時
、
春
庵
と
号
す
る
医
師
、
専

門
は
小
児
科
で
あ
っ
た
。
小
児
科
は
「
唖
科
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
よ
う
に
、

患
者
と
な
る
乳
幼
児
は
自
分
の
病
状
や
意
思
を
一
言
語
化
し
に
く
い
。
し
か

も
生
死
の
危
機
に
直
面
し
や
す
い
。
そ
の
病
状
を
訴
え
る
母
親
の
訴
え
は

感
常
的
で
あ
っ
た
ろ
う
。
官
一
一
出
火
が
接
し
た
臨
床
の
場
に
は
こ
の
よ
う
な
弱

い
子
ど
も
と
母
親
と
が
多
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
患
者
は
母
子
に
か
ぎ
ら
ず

近
隣
の
町
人
も
多
数
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
い
ず
れ
も
病
床
に
あ
り
、



官
一
長
は
「
も
の
の
あ
は
れ
を
知
る
」
現
実
に
身
を
置
い
て
い
た
。
専
門
用

語
を
最
小
援
に
し
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
か
け
と
媛
か
い
対
話
(
「
ム
ン

テ
ラ
」
)
を
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
対
話
に
も
な
ら
ず
に
、
微
笑
み
ゃ
哀

し
み
の
表
構
で
接
す
る
し
か
な
い
現
実
も
あ
っ
た
。
こ
の
臨
床
も
講
釈

会
読
の
場
面
と
と
も
に
、
宣
長
の
著
述
を
支
え
て
い
た
。

ヰ

研
究
成
果
・
学
留
指
導
警
の
公
判

こ
の
よ
う
な
教
育
と
研
究
・
著
述
活
動
、
診
療
と
著
述
・
研
究
活
動
、

要
す
る
に
経
験
と
言
語
と
の
柱
復
運
動
の
な
か
か
ら
室
長
の
研
究
は
深
化

し
て
い
く
。
中
核
は
『
古
事
記
伝
同
(
全
i
九
1
一
一
一
)
の
執
筆
で
あ
る
。

そ
の
期
間
は
明
和
四
年
(

七
六
七
)
、
巻
二
(
版
本
巻
一
一
一
)
草
稿
本
を

脱
稿
し
て
か
ら
寛
政
十
年
(
一
七
九
八
)
に
巻
四
十
四
が
完
成
す
る
ま
で

一

年
を
要
し
た
。
時
に
ふ
ハ
十
九
歳
で
あ
る
。
こ
の
時
、
荒
木
田
久
老

宛
に
「
命
ノ
程
を
危
ク
事
候
処
、
皇
神
之
御
め
ぐ
み
に
か
3

り
、
先
存
命

仕
候
」
(
全
!
一
七
・
四
一
一
一
一
)
と
認
め
た
よ
う
に
、
命
を
能
っ
て
完
成

さ
せ
た
。
浄
蓄
は
中
断
も
あ
っ
た
も
の
の
堅
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
進
捗
は

(
年
譜
〕
に
浄
害
時
期
が
確
定
さ
れ
て
い
る
版
本
の
巻
数
で
示
し
た
。
も

ち
ろ
ん
こ
の
浄
蓄
の
前
に
は
率
稿
の
執
筆
が
あ
る
。
浄
香
が
完
成
し
て
も
、

そ
の
前
後
に
は
出
版
の
た
め
の
作
業
が
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
く
。
浄

書
と
刊
行
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
難
所
を
何
度
も
越
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
う
し
て
寛
政
二
年
に
巻
一
か
ら
巻
五
ま
で
の
初
絞
五
僚
が
刊
行

途
附
附
教
育
と
対
務
教
育
と
の
途
採
|
本
阻
抽
出
怠
長
に
み
る
教
育
と
研
究

l

さ
れ
る
。
円
古
事
記
伝
』
の
執
筆
や
公
判
に
あ
た
っ
て
は
貫
長
と
交
流
の
あ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
物
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
か
さ
れ
て
い
た
。
す
で
に
賀
茂

真
淵
か
ら
は
本
人
の
書
き
入
れ
が
あ
る
吋
佼
名
古
事
記
』
を
借
覧
し
て
い

る
。
ま
た
、
開
郷
の
谷
川
士
清
と
は
書
簡
の
交
流
や
審
物
の
借
覧
が
あ
っ

た
が
、
「
古
事
記
伝
」

の
稿
本
・
巻
五

(
版
本
巻
六
)
も
明
和
八
年
十

丹
十
自
付
で
送
付
し
助
言
を
仰
い
で
い
る
(
全
i

七
・
四
五
)
。
さ
ら

に
、
眼
下
を
書
く
に
は
門
人
・
栗
田
土
講
ら
の
協
力
が
あ
っ
た
し
、
門
人

の
版
木
蹄
・
椴
松
有
信
の
彫
刻
も
欠
か
せ
な
か
っ
た
。

著
述
と
そ
の
公
刊
は
吋
古
事
記
缶
』
に
限
ら
な
い
。
晩
年
、
ヤ
つ
ひ
山

で
初
学
者
に
勧
め
た
自
著
は
「
く
ず
花
』
「
玉
く
し
げ
』

口
首
同
設
仲
代
正
語
」
の
五
点
で
あ
る
。
そ
の
他
、
版
本
だ
け
で
も

約
五
十
脱
出
に
及
ぶ
が
、
そ
の
半
数
は
生
前
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
公
刊
は

官
一
長
に
と
っ
て
は
事
柄
の
是
非
を
公
開
の
議
論
に
さ
ら
す
居
的
が
あ
っ
た

ぶ
み
」

け
れ
ど
も
、
門
人
た
ち
に
は
自
学
自
習
用
の
教
材
と
な
っ
た
。
特
に
笠
長

の
講
義
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ず
、
書
写
も
ま
ま
な
ら
ぬ
地
方
の
門
人
に
は

書
籍
は
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
門
人
た
ち
は
蹄
の
書
籍
の
購
入
を
求
め
た
し

笠
長
も
自
著
を
紹
介
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
信
濃
器
上
回
の
伊
藤
忠
司
は
寛
政
五
年
(
一
七
九
三
)
正
月
、

学
問
の
方
法
を
番
街
で
質
問
し
た
。
正
式
入
門
も
し
て
い
な
い
(
「
授
業

門
人
姓
名
録
』
に
記
載
が
な
い
。
来
訪
し
入
金
は
し
て
い
る
)
。
し
か
し

ムノ、



偽
品
位
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
十
三
号

弼
着
し
た
翌
日
、
十
四
自
付
で
宣
長
は
返
事
を
書
い
て
い
る
。
息
十
一
朝
学
に

で
あ
る
が
、
自
著
で
は
円
吉
事
記
伝
』
な
ど
が

あ
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
は
「
板
行
い
た
し
、
京
ニ
も
江
戸
ニ
も
書
林
ニ
有

は
記
紀
や
万
葉
集
が
第

七
・
一
九
五
)
と
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
甲
斐
国
の
萩

レ
之
候
」
(
全
!

原
一
克
克
は
書
籍
の
購
入
が
鴎
難
な
の
で

の
代
金
と
し
て
金
苔

疋
を
預
け
て
い
た
。
宣
長
は
確
か
に
落
手
し
た
こ
と
、
「
残
り
は
頚
り
置

申
侯
」
(
天
明
八
年
八
月
十
八
自
付
、
全
|
一
七
・
一
一
一
)
と
書
き
送

っ
て
い
る
。
寛
政
四
年
六
月
十
日
付
の
河
人
宛
書
簡
で
は
予
め
預
か
っ
て

い
た
代
金
か
ら
出
版
し
た
ば
か
り
の
吋
古
事
記
伝
』
第
二
秩
と
つ
主
あ
ら

れ
』
を
送
っ
て
い
る
(
同

七
九
)
。
貫
長
自
身
、
門
人
の
便
宜
を
考
え
、

出
版
の
予
告
を
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
も
っ
と
も
本
の
注
文
を

受
け
送
付
す
る
の
は
「
煩
労
」
ゆ
え
、
京
で
も
江
戸
で
も
名
古
屋
で
も
購

入
で
き
る
の
で
書
林
か
ら
叢
接
取
り
寄
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
返
信
(
寛
政

九
年
十
二
月
十
八
日
付
、
向
田
O
一
)
も
あ
る
。
懇
切
に
も
書
林
に
は
住

所
も
添
え
て
あ
る
。
「
文
通
便
り
不
自
由
ニ
雨
こ
ま
り
市
候
」
(
同
一
一
一
)

と
い
う
文
面
も
あ
る
の
で
、
書
籍
が
入
手
し
や
す
い
方
法
を
蹄
弟
と
も
ど

も
工
夫
し
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。

テ
キ
ス
ト
を
入
手
し
て
も
自
学
自
習
を
進
め
る
に
は
ス
タ
デ
ィ
・
ガ
イ

ド
も
欠
か
せ
な
い
。
室
長
は
こ
の
学
習
指
導
警
の
著
述
や
公
判
を
し
て
い

る
。
自
宅
で
松
坂
商
人
に
教
え
は
じ
め
た
頃
、
吉
文
読
解
用
の
手
引
き
誉

「
古
一
言
指
南
』
を
著
し
て
い
た
。
商
人
の
読
み
書
き
能
力
に
対
中
泌
す
る
た

ムノ、

め
で
あ
る
。
同
じ
趣
旨
で
注
釈
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
、
口
語
訳

を
付
け
た
「
古
今
集
遠
鏡
同
(
寛
政
九
年
刊
)
、
「
源
氏
物
語
支
の
小
櫛
同

(
寛
政
十
一
年
刊
)
、
吋
万
葉
集
玉
の
小
琴
』
(
安
永
八
年
成
立
。
没
後
出
版
)

な
ど
が
あ
る
。
前
述
の
「
神
代
正
一
部
詑
も
門
人
・
横
井
千
秋
か
ら
古
事
記

の
上
巻
を
古
語
の
ま
ま
仮
名
書
き
に
し
て
ほ
し
い
と
請
わ
れ
著
し
た
も
の

で
あ
る
。
詠
歌
や
論
説
を
書
く
と
き
に
必
要
な
文
法
書
と
し
て
円
玉
あ
ら

も
寛
政
四
年
(
一
七
九
二
)
に
出
版
し
て
い
る
。
こ
の
宝
ム
あ
ら
れ
』

に
つ
い
て
は
門
人
が
活
用
せ
ず
歌
文
に
誤
り
を
お
か
す
こ
と
を
「
い
か
な

る
ひ
が
こ
と
ぞ
や
」
(
会
l

一
・
一
九
九
「
玉
勝
間
』
)
と
叱
っ
て
い
る
。

晩
年
に
書
か
れ
た
入
門
書
「
う
ひ
山
ぶ
み
』
(
寛
政
十
一
年
刊
)
は
初

学
者
を
意
識
し
き
め
細
か
な
助
言
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
読
む
能
力
の

向
上
の
た
め
に
、
初
め
か
ら
書
物
を
読
み
通
す
の
は
容
易
で
は
な
い
の
で
、

ま
ず
は
短
い
著
作
か
ら
は
じ
め
よ
、
い
ち
い
ち
全
部
理
解
し
よ
う
と
せ
ず

む
ず
か
し
い
笛
所
は
後
回
し
で
よ
い
と
助
言
し
て
い
る
。
能
力
も
境
遇
も

異
な
る
さ
ま
ざ
る
な
開
人
を
対
面
教
育
と
書
簡
の
交
流
に
よ
る
遠
関
教
育

な
ど
で
指
導
し
て
き
た
、
宣
長
ら
し
い
指
摘
で
あ
る
。

第
三
章

遊
学
者
と
来
訪
者

文
通
関
難

鈴
屋
は
通
常
、
私
塾
(
学
問
問
塾
)
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
遠
隅
教
育



や
近
楼
門
人
向
け
の
対
面
教
育
が
中
核
な
の
で
校
舎
・
教
室
・
寄
犠
舎
な

ど
は
な
か
っ
た
。
室
長
は
寛
政
六
年
(
一
七
九
四
)
、
初
御
告
見
の
際
、

松
坂
の
医
師
・
塩
崎
宋
恕
と
連
名
で
紀
州
藩
に
学
時
所
の
建
設
を
願
い
出

て
い
る
(
「
学
問
所
建
設
願
書
下
妻
」
全
|
別
一
一
)
け
れ
ど
も
、
実
現
し

な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
地
方
の
多
く
の
学
習
者
は
遠
隔
学
習
を
選
ん
だ
。
し
か
し
、

安
一
長
が
著
し
た
著
述
や
学
習
指
導
書
か
ら
学
べ
る
と
い
っ
て
も
現
実
問
題

と
し
て
購
入
に
は
時
間
も
か
か
る
し
、
書
写
す
る
機
会
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。

書
簡
に
よ
る
遠
関
学
習
が
可
能
と
い
っ
て
も
、
も
と
も
と
飛
脚
の
往
来
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
壁
が
あ
っ
た
。
た
し
か
に
松
坂
は
「
諸
問
の
た
よ
り
よ
し
。

(
中
略
)
い
づ
こ
へ
も
/
¥
た
よ
り
よ
し
」
(
全
|
一
・
額
四
五
「
玉
勝
間
』
)

と
あ
る
。
伊
勢
神
宮
へ
と
至
る
街
道
沿
い
に
あ
る
商
業
都
市
で
あ
っ
た
か

ら
、
飛
脚
の
往
来
が
活
発
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
松
坂
か
ら
遠
く
、

飛
脚
も
ま
ま
な
ぬ
地
域
に
住
む
学
習
者
も
い
た
。
室
長
自
身
、
土
佐
の
門

人
・
宮
地
春
樹
宛
に
「
患
者
著
述
ノ
書
共
、
彼
是
入
ニ
御
覧
一
度
物
共
多
く

御
康
候
へ
共
、
千
里
を
へ
た
て
往
来
不
便
故
不
レ
能
、
残
懐
泰
レ
存
候
」

(
全
一
七
・
九

O
)
と
書
く
。

本
人
に
届
く
ま
で
の
経
路
も
複
雑
だ
っ
た
。
吋
文
通
諸
子
居
住
処
弁
転

達
所
姓
名
所
書
一
/
二
」
(
全
i
一一

0
・一一一二五

1
一
二
三
四
)
を
み
る
と
、

松
坂
か
ら
い
っ
た
ん
大
坂
や
京
や
名
吉
盤
な
ど
に
送
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
各

地
に
転
達
さ
れ
る
経
路
が
多
い
。
例
え
ば
、
伊
予
八
幡
浜
に
住
む
門
人
・

途
宇
治
教
育
と
対
濁
教
育
と
の
連
携
本
居
室
長
に
み
る
教
育
と
研
究

野
井
安
定
宛
の
上
書
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
大
坂
土
佐
堀
壱
丁
目
田
辺
屋
橋
/
伊
予
屋
六
兵
衛
様
迄
/
本
居
中

衛
/
伊
予
間
八
幡
浜
/
野
弁
七
郎
兵
衛
様
行
/
害
状
兵
内
/
末
光
清
三
部

様
迄
/
大
坂
迄
ち
ん
済
/
封
/
自
伊
世
松
坂
」
(
全
「
一
七
・
三
七

由
。
/
は
改
行
を
一
不
す
)
。

つ
ま
り
ま
ず
「
大
坂
土
佐
堀
壱

γ
宮
田
辺
屋
橋
/
伊
予
屋
六
兵
衛
」
に

い
っ
た
ん
届
け
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
伊
予
の
末
光
清
一
一
一
部
に
配
達
さ
れ
、
や

っ
と
本
人
に
届
け
ら
れ
る
。
室
長
と
は
別
人
の
祭
で
「
伊
世
(
伊
勢
)
松

坂
」
よ
り
大
坂
ま
で
飛
脚
賃
は
済
ん
で
い
る
と
あ
る
。

中
継
ぎ
を
経
る
の
で
記
達
さ
れ
な
い
事
故
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
肥
後

熊
本
蕃
士
と
い
う
身
分
の
長
瀬
真
幸
宛
で
も
手
際
よ
く
伝
達
さ
れ
な
か
っ

た
。
官
一
長
は
一
一
度
一
二
度
、
京
の
宛
て
先
に
害
状
を
差
し
出
し
て
い
る
が
届

い
て
い
る
の
か
お
ぼ
つ
か
な
い
、
毎
度
毎
度
、
遅
延
す
る
よ
う
な
の
で
早

く
確
実
に
届
く
よ
う
な
方
便
を
考
え
て
ほ
し
い

(
寛
政
十
年
十

月
十
七

日
夜
付
同
人
宛
書
館
。
全
一
七
・
田
一
一
一
八
)
と
書
く
。
約
三
か
月
も
要

し
て
届
い
た
書
状
に
「
と
か
く
文
通
早
速
ニ
相
違
し
不
人
申
侯
」
、
「
雲
山

を
隠
侯
事
」
(
向
)
と
嘆
息
し
て
い
る
。

2 

遊
学
者

こ
う
し
た
飛
脚
使
の
事
情
も
あ
っ
て
、
室
長
に
関
心
を
寄
せ
る
者
の
な

か
に
は
直
接
、
松
坂
を
訪
問
す
る
人
が
い
た
。
仮
に
こ
の
人
び
と
を
遊
学

ムノ、
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者
と
来
訪
者
と
に
分
け
よ
う
。
こ
こ
で
遊
学
者
と
よ
ぶ
の
は
地
方
か
ら
松

坂
を
訪
ね
一
定
期
関
、
鈴
屋
の
講
義
に
出
席
し
た
何
人
で
あ
る
。
来
訪
者

と
よ
ぶ
の
は
一
時
的
に
来
訪
し
、
室
長
と
短
時
間
、
面
談
し
た
り
飛
び
入

り
で
講
義
に
出
席
し
た
り
し
た
人
で
あ
る
。

遊
学
者
の
な
か
で
は
石
見
国
浜
田
誌
の
藩
底
・
小
議
敏
は
安
永
五
年

(
一
七
七
六
)
に
訪
問
以
来
、
安
永
九
年
に
藩
命
で
入
門
し
、
以
後
、
数

か
月
か
ら
一
年
に
わ
た
る
長
期
滞
在
を
三
間
も
重
ね
て
い
る
。
書
簡
の
交

流
も
多
い
。
そ
の
他
、
犠
中
の
藤
井
高
尚
、
妥
子
を
伴
っ
て
熊
本
か
ら
訪

ね
違
留
し
た
熊
本
の
帆
足
長
秋
、
同
じ
熊
本
の
長
瀬
真
幸
、
尾
張
の
加
藤

磯
足
・
植
松
有
信
、
彦
根
の
小
原
君
雄
ら
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
熱

心
な
遊
学
者
を
こ
人
、
あ
げ
よ
う
。

出
雲
霞
造
家
の
千
家
俊
信
(
一
七
六
四

1
一
八
三
一
)

は
寛
政
四
年

(
一
七
九
二
)
、
一
一
十
九
歳
で
入
門
し
て
以
来
、
三
回
、
遊
学
し
て
い
る
。

第
一
国
自
は
寛
政
七
年
九
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
の
約
四
か
丹
で
あ

る
。
室
長
は
そ
の
前
年
、
六
月
三
日
付
書
簡
で
潜
在
費
用
に
つ
い
て
宿
貨

は
「
一
日
銀
弐
匁
五
分
或
ハ
弐
匁
ぐ
ら
ひ
ニ
御
座
候
」
、
粗
末
な
指
で
も

よ
い
な
ら
「
銀
壱
匁
五
分
位
ッ
、
ニ
而
も
、
御
宿
串
侯
方
可
レ
有
レ
之
侯
」

(全
i
一
七
・
ニ
一
一
人
)
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
こ
の
比
較
的
長
い
期
間

の
遊
学
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
俊
信
は
帰
国
平
々
、
笠
宮
誌
に
関
目
を
送
っ
た
。

宜
長
は
多
忙
で
「
と
て
も
御
尋
事
等
あ
ま
り
数
々
長
く
候
国
ハ
、
一
々
御

返
事
も
成
か
た
く
候
」
(
需
ニ
六
朗
)
と
閉
口
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ

ノ、
殴

だ
け
俊
信
は
研
究
熱
心
で
あ
っ
た
。
翌
寛
政
八
年
に
第
二
回
呂
、
寛
政
十

年
に
は
第
一
一
一
間
一
日
の
諾
在
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
享
和
元
年
、
貫
長
が
上

京
す
る
お
り
に
そ
の
旨
を
俊
信
に
知
ら
せ
京
で
会
い
た
い
、
「
呉
士
一
務
レ
待

候
」
(
会
i
一
七
・
五
一
一
一
五
)
と
書
き
送
る
と
、
山
山
雲
か
ら
京
を
訪
れ
笠

長
の
一
行
に
加
わ
っ
て
い
る
。
室
長
自
身
、
面
談
を
求
め
て
い
た
の
で
あ

る。
も
う
一
人
は
遠
江
国
の
石
器
龍
麿
で
あ
る
。
遠
州
は
門
人
が
十
九
名
も

の
版
下
を
作
成
し
た
栗
田
土
満
、
鈴
木
書
緒
、

高
林
方
朗
、
金
原
清
方
ら
が
遊
学
し
て
い
る
。
な
か
で
も
龍
麿
は
室
長
か

の
評
価
が
高
く
、

い
た
が
、
『
古
事
記
怯
』

ら
添
削
指
導
を
受
け
て
著
し
た
「
古
一
言
清
濁
考
』

勝
間
』
で
古
学
を
学
ぶ
者
の
必
読
書
と
さ
れ
る

麿
が
初
め
て
宣
長
を
訪
ね
た
の
は
天
明
七
年
(

(全

四
四

龍

七
八
七
)
八
月
で
あ
る
。

二
年
後
の
寛
政
元
年
、
二
十
六
歳
の
時
に
「
金
弐
分
持
参
」
し
て
正
式
入

内
を
果
た
し
て
い
る

(会
i
一一

0
・
一
一
六
四
吋
雅
用
録
同
)
。
向
じ
時
期
、

遠
江
の
占
雨
林
方
朗
、
山
下
正
彦
、
小
田
重
年
も
松
坂
を
訪
ね
入
門
し
、
並
ハ

に
第
二
次
の
『
万
葉
集
』
会
読
に
出
席
し
て
い
る
。
さ
ら
に
寛
政
十
一
年

(
一
七
九
九
)
、
三
度
目
の
訪
問
、
こ
の
時
の
年
始
開
講
の
廻
状
に
は
松
坂

の
門
人
た
ち
と
と
も
に
「
五
塚
安
右
衛
門
様
」
の
名
が
あ
る

ノ、、-
1二

あ七
る・
0 四

四四
国 }i、
目 τ
は~

zz 
空襲
克巳
t:" 1茎
j童留
f工中
のの
高著
麻子

方者
朗も
ら招
五待
人さ
とれ
のた
訪の
開で

で
あ
る
。
こ
こ
で
室
長
が
上
京
す
る
と
筒
き
及
ぶ
と
、

い
っ
た
ん
帰
国
し



た
後
、
四
月
十
一
二
宮
に
入
京
し
宣
長
に
随
行
す
る
。
時
間
の
許
す
か
ぎ
り

室
長
の
も
と
で
寵
接
、
学
び
た
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
龍
麿
は

一
一
一
か
月
に
わ
た
る
京
で
の
活
動
を
円
鈴
鹿
大
人
都
日
記
』
(
全
部
一
一
一
)

と
し
て
残
し
て
い
る
。

3 

来
訪
者

室
長
は
短
い
時
間
、
麗
談
し
た
程
度
の
来
訪
者
に
つ
い
て
も
援
数
の
記

録
を
残
し
て
い
る
。
と
く
に
吋
来
訪
諸
子
姓
名
住
国
井
関
名
諸
子
」
(
全

i
二
O
)
な
ど
か
ら
は
天
暁
元
年
(

七
八
一
)
以
降
、
亡
く
な
る
亨
和

元
年
(
一
八

O
こ
ま
で
年
次
ご
と
の
来
訪
者
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
十
一

年
間
に
一
七
六
名
が
確
認
で
き
る
が
、
天
明
と
亨
和
に
挟
ま
れ
た
寛
政
期
、

十
二
年
間
に
は
一
四
人
名
も
い
る
。
寛
政
元
年
に
十
六
名
、
四
年
に
二
十

名
、
十
二
年
に
二
十

名
な
ど
で
あ
る
。
伊
勢
国
以
外
の
入
で
も
平
均
十

ニ
名
軽
度
、
月
に
一
人
程
度
の
来
訪
者
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
寛
政
期

は
入
門
者
も
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
官
一
長
は
寛
政
期
に
な
っ
て
全
国
的

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

階
層
別
で
は
町
人
・
農
民
な
ど
の
庶
民
が
半
数
を
占
め
る
。
こ
れ
は
門

人
の
割
合
、
五
割
弱
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
次
に
多
い
の
は
神
職
三
十
六
名
、

武
士
三
十
一
名
、
監
部
九
名
、
僧
倍
九
名
な
ど
で
あ
る
。
僧
侶
に
は
批
判

的
な
宣
長
で
あ
る
が
、
「
本
顕
寺
宗
」
「
天
台
宗
」
「
禅
僧
」
な
ど
の
人
物

が
訪
問
し
て
い
る
。

途
肘
附
教
育
と
対
扇
教
育
と
の
途
採
!
本
阻
抽
出
目
…
長
に
み
る
教
育
と
研
究

i

国
別
で
は
、
証
一
戸
(
一
二

O
名
)
、
遠
江
(
一
四
名
)
、
陸
奥
(
二
二
名
)
、

肥
後
(

三
名
)
、
尾
張
(
七
名
)
、
甲
斐
(
七
名
)
、
石
見
(
七
名
)
、
肥

前
(
六
名
)
、
近
江
(
六
名
)
、
駿
河
(
六
名
)
、
信
濃
(
五
名
)
な
ど
で

あ
る
。江
戸
は
県
居
派
の
膝
元
で
あ
る
か
ら
門
人
は
国
名
し
か
い
な
い
け
れ
ど

も
、
来
訪
者
は
一
二
十
名
と
多
い
。
人
口
が
多
く
情
報
量
な
ど
も
豊
富
な
の

で
室
長
を
知
る
機
会
も
多
く
関
心
を
も
ち
、
伊
勢
参
り
な
ど
の
折
り
に
鈴

屋
を
訪
問
し
て
い
る
。
藷
生
君
平
、
浮
世
絵
師
・
窪
俊
満
の
ほ
か
旗
本
、

藩
握
、
狂
歌
師
、
書
家
な
ど
多
彩
な
人
物
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
七

年
(
一
七
九
五
)
一
一
一
月
に
は
出
版
元
の

二
郎
も
来
訪
し
て
い
る

全

0
・
一
一
六
九
円
殺
事
要
録
』
)
。
「
千
蔭
春
海
ナ
ト
コ
ン
イ
ノ
書
林

也
」
(
関
)
と
も
添
え
ら
れ
、
蔦
崖
が
江
戸
派
の
構
千
蔭
や
村
田
春
海
と

官
一
長
と
を
つ
な
ぐ
役
回
り
を
演
じ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
か
れ

は
寛
政
一
一
一
年
、
筆
禍
事
件
を
起
こ
し
て
い
た
が
、
官
一
長
と
会
っ
た
七
年
十

月
、
刊
行
さ
れ
た

の
文
書
が
適
切
で
は
な
い
と
宣
長
に
助
一
言

し
て
い
る
。
孟
子
な
ど
へ
の
官
一
長
の
指
弾
が
問
題
を
起
こ
し
そ
う
な
た
め

(
8
)
 

で
あ
る
。
室
長
も
こ
れ
に
向
意
し
彫
替
え
を
版
元
に
指
示
し
て
い
る
。

遠
方
の
臨
奥
か
ら
の
来
訪
者
も
十
一
一
一
名
と
多
い
。
最
北
端
の
松
前
藩
か

ら
の
来
訪
者
も
い
る
。
議
士
・
下
国
武
で
あ
る
。
「
来
訪
諸
子
姓
名
住
国

井
関
名
諸
子
』

の
寛
政
十
一
年
の
項
に

月
十
七
日
来
ル
」
と
あ
る

(全
i
一一

0
・
一
一
五
一
一
一
)
。
吋
授
業
門
人
姓
名
録
」
に
も
十
七
日
付
の
記
載

ハ五
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が
あ
る
(
向
・
一

一O
)
か
ら
、
問
日
、
入
門
し
た
。
遠
く
松
前
藩
か
ら

は
る
ば
る
訪
ね
た
人
物
に
官
一
長
は
感
激
し
た
よ
う
で
、
河
月
二
十
五
自
付

書
簡
で
福
潤
藩
士
・
青
柳
麓
信
に
報
告
し
て
い
る
。
ハ
奥
ノ
松
前
迄

も
行
波
り
甲
候
間
、
先
頃
松
前
住
蔚
家
中
ノ
士
も
致
-
一
入
門
一
申
候
、
下
回

タ
ケ
シ
武
と
市
中
侯
雨
、
厚
志
ニ
御
坐
侯
」
(
会
i
一
七
・
四
五
九
)
と
。
そ
の
三

日
後
の
二
十
八
日
、
下
関
武
は
伊
勢
参
り
の
帰
り
、
再
び
宣
長
を
訪
ね
る
。

す
る
と
貫
長
は
さ
っ
そ
く
近
所
に
住
む
愛
弟
子
・
大
平
を
呼
び
出
し
て
い

る
i

「
此
関
之
松
前
入
、
只
今
又
見
え
侠
処
、
貴
公
の
御
事
も
被
レ
尋
候
、

口
ハ
今
御
手
す
き
に
御
座
候
ハ
ハ
、
此
方
へ
御
出
候
宿
御
培
、
ン
被
レ
成
問
敷

ゃ
、
ち
ょ
と
御
知
ら
せ
宮
市
候
。
も
し
御
出
な
ら
ハ
ロ
ハ
今
御
出
可
レ
被
レ
成
候
、

以
上
」
(
全
i
関
一
二
・
五
八
六
)
。

南
の
九
州
か
ら
も
合
計
で
三
十
名
弱
が
訪
問
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
肥

後
は
門
人
が
九
名
い
る
が
、
来
訪
者
も
多
く
十
一
一
一
入
、
確
認
で
き
る
。
肥

前
(
長
崎
や
唐
津
)
か
ら
も
寛
政
四
年
以
降
、
六
人
が
訪
問
。
日
向
延
関

か
ら
は
寛
政
九
年
二
月
、
「
京
師
留
学
儒
者
ミ
ナ
別
弟
子
」
と
添
え
委
き

の
あ
る
自
瀬
秀
治
が
訪
ね
て
い
る

(
全
|
一
一

0
・
一
一
五
二
)
。
海
を
越
え

て
対
馬
か
ら
の
訪
問
客
も
一
人
、
世
向
井
字
吉
部
が
い
る
。
寛
政
四
年
九
月

三
日
の
記
載
で
あ
る
(
間
二
五

O
)
。
な
お
こ
人
と
も
入
門
は
し
て
い
な

しミ。
松
坂
に
近
い
か
ら
来
訪
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
遠
閑
地
の
陸
奥
や
肥
後

な
ど
か
ら
の
来
訪
者
が
い
る
の
は
、
距
離
よ
り
も
室
長
へ
の
関
心
の
強
さ

ムハムハ

を
反
映
し
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
。
街
道
の
便
が
悪
い
甲
斐
や
信
濃
か
ら
の

来
訪
者
が
い
る
の
も
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

遠
隔
教
育
と
対
面
教
育
と
の
連
携
は
現
代
的
な
教
育
荷
額
で
あ
る
。
地

球
的
規
模
で
発
達
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
可
能
に
し
た
デ
ジ
タ
ル
・
コ

ミ
ユ
ニ
ケ
1
シ
ヨ
ン
は
従
来
、
分
離
さ
れ
て
き
た
文
字
メ
デ
ィ
ア
、
音
声

メ
デ
ィ
ア
、
峡
殻
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
融
合
す
る
メ
デ
ィ
ア
を
出
現
さ
せ
た
。

こ
の
結
菜
、
印
刷
メ
デ
ィ
ア
中
心
、
ま
た
放
送
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
様
完
に

よ
っ
て
進
展
し
て
き
た
従
来
の
通
信
教
育
は
臨
り
な
く
対
面
教
育
に
近
づ

い
て
き
た
。
教
室
で
の
相
互
交
流
や
教
室
で
の
実
習
・
実
技
の
指
導
も

e

一フ

l
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
て
き
た
。
近
年
、
通
信
制
の
大
学
・

大
学
院
で
面
接
授
業
な
し
で
卒
業
が
可
能
に
な
っ
た
制
度
改
革
の
背
景
に

は
こ
う
し
た
多
メ
デ
ィ
ア
の
急
速
な
発
達
が
あ
る
。

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
通
信
衛
星
な
ど
に
よ
る
逮
蕗
教
育
が
進

展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
対
面
教
育
の
意
義
が
見
産
さ
れ
て
き
た
。

O
E
C

D
は
デ
ュ
ア
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
ブ
レ
ン
デ
ッ
ド
」
と
(7) 

よ
ん
で
、
遠
隠
教
育
と
対
面
教
育
と
の
連
携
や
一
融
合
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
意
味
で
本
居
室
長
が
鈴
鹿
で
教
育
と
研
究
と
を
連
動
さ
せ
つ
つ
、

対
面
教
育
と
逮
捕
教
育
と
の
連
携
を
図
っ
て
指
導
し
て
き
た
こ
と
は
、
連



携
・
融
合
の
原
型
と
な
り
う
る
。

注(
l
)
以
下
、
本
賠
室
長
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
「
本
震
笈
長
会
集
」
全
二

O

巻
・
別
巻
全
三
巻
筑
摩
書
房
一
九
六
人

1
一
九
九
三
年
に
よ
る
。
引

用
は
引
用
文
の
後
に
「
全
|
一
・
四
九
」
の
よ
う
に
殴
記
し
た
。
こ
れ
は

向
全
集
の
第
一
巻
四
九
一
員
を
意
味
す
る
。
「
全

i
m一
一
一
」
は
会
集
の
別
巻

一
一
一
を
表
す
。
な
お
必
姿
に
応
じ
書
名
も
添
え
た
。
旧
字
体
は
原
則
と
し
て

新
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、
室
長
の
著
作
の
刊
行
年
、
門
人
の
表
記
な
ど

は
基
本
的
に
本
居
室
長
記
念
館
一
溺
「
本
居
宣
長
事
政
ハ
い
東
京
愛
出
版
二

0
0
一
年
、
に
従
っ
た
。

(2)
詩
編
は
次
の
三
点
に
よ
る
。

白
石
克
己
「
日
本
に
お
け
る
逮
縞
教
育
の
起
源
|
鈴
鹿
の
意
義
」
(
「
鈴
農

学
会
報
い
第
二
ハ
号
一
九
九
九
年
一
五

i
二
人
一
塁
。
向
「
本
居
室

長
の
自
立
学
習
議
|
門
人
と
の
番
簡
の
交
流
を
と
お
し
て
」
(
「
研
究
助
成

報
告
書
論
文
集
第
一

O
集
」
上
底
倫
環
慰
問
二

0
0
0年
ニ

五

1
四

回
頁
)
。
潟
「
本
居
申
日
一
長
に
み
る
「
遠
隔
教
育
出
の
筏
点
「
へ
だ
た

り
」
・
吋
や
り
と
り
」
・
内
つ
な
が
り
と
(
問
中
克
俊
穏
当
教
育
」
を

問
う
教
育
学
i
教
育
へ
の
視
角
と
ア
プ
ロ
ー
チ
同
慶
熔
義
紘
一
大
学
出
版

会

二

O
O
六
年

(
3
)
尾
形
仇
「
座
の
文
学
i
逮
衆
心
と
俳
諮
の
成
立
い
講
談
社
学
術
文
庫

一
九
九
七
年

(
4
)
私
は
通
信
教
育
な
ど
で
自
立
学
習
を
進
め
て
い
く
に
は
辺
抗
む
能
力
」

「
書
く
能
力
」
の
ほ
か
「
閥
、
つ
能
力
」
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
0

2
読
む
・
番
く
・
問
、
つ
』
能
力
の
向
上
通
信
教
育
の
現
楓
明
か
ら

i
」

(
教
育
哲
学
会
務
吋
教
育
哲
学
研
究
い
第
入
三
号
二

O
O
一
年
一

途
附
間
数
出
宵
と
対
一
樹
教
育
と
の
逮
捕
掛

i
本
暦
笠
長
に
み
る
数
脊
と
研
究

ー
一
七
頁
)

(
5
)
岩
国
際
「
本
居
室
長
の
生
涯
そ
の
学
の
軌
跡
」
以
文
社

年

六

七

頁

(
6
)
杉
一
戸
清
彬
一
溺
吋
初
版
本
主
が
つ
ま
一
一
一
の
巻
い
和
泉
誉
院
二

O
O
一一一年

七一一一
tJ
八
一
ニ
頁

(
7
)
O
E
C
D
/香
取
一
昭
訳
「
ラ
1
ニ
ン
グ
革
命
l
z
T
詩
情
報
技
術
に

よ
っ
て
変
わ
る
高
等
教
育
い
エ
ル
コ
二

0
0
0年
。
白
石
克
己
・
資
瀬

敏
夫
・
金
藤
ふ
ゆ
子
一
線
審
?
を
で
広
が
る
学
び
の
世
間
と
ぎ
ょ
う
せ
い

こ
0
0
一
年

九
九
九

参
考
文
献

海
原
徹
吋
返
歌
私
塾
の
研
究
」
忠
文
掲
出
版
一
九
八
三
年

大
野
誠
日
吋
日
本
語
と
世
界
」
講
談
社
学
術
文
庫
一
九
八
九
年

問
問
中
正
行
・
鈴
木
淳
・
中
村
一
品
会
主
牛
居
室
長
と
鈴
屋
社
中
|
「
授
業
門
人

姓
名
録
」
の
総
合
的
研
究
i
』
錦
正
社
一
九
八
四
年

木
代
修
一
門
日
本
文
化
の
周
辺
」
明
治
委
続
一
九
六
一
一
一
年

辻
本
雅
史
・
沖
田
行
司
一
溺
「
教
脊
社
会
史
(
新
体
系
日
本
史
一
ム
ハ
)
』
山
州
出

版

社

二

O
O
二
年

本
山
中
等
彦

2
4
賠
申
日
一
長
」
清
水
害
続
一
九
七
八
年

山
中
芳
和
「
近
世
の
留
学
と
教
育
』
多
袈
出
版
一
九
九
八
年

ムハ七


